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第四紀変動図について

地震予知の研究をすすめその実用化をはかるためには

観測体制を整備し強化していかなければなら狂いが

観測を効果的に行たいその結果を地殻の問題として解

析してゆくためには地震清動の歴史を地域的に明らか

にする必要がある｡一方今貿の大地震にとも扱われ

る地殻変動か第四紀における麹殻変動とほとんど同じ様

.式でおこり量的にも後者は前者を積算したものにほぽ

等しい場合の多いごと秘最近かなりよくわかってきた｡

とすると肩六列島においては繁四紀の地殻変動はその

か扱りの部分か地震紀とも恋われて生じたこととたり

地驚予知ひらて葬常紀璽要恋意瞭をもってくる.筆

者ら篤四紀地殻変動研究グルｰプ(白鴎高校1石井奥治

横浜園大1太閏陽子都並大1員凝爽平城蔵高校りj･

森長生東大1杉村新防災竜ンタｰ1高橋博大阪経

済大1成瀬洋神代高校･羽鳥謙三東大曲吉川虎雄

水禽傭之)はこのよ夢放背景のもとに錦四紀はおけ

る地殻変動の時聞的1地裁的特性を簿六列島全体はつ書

をらえるために共同研究を1963年以来すすめてきた.

高橋樽

してまず第四紀全体一10琶年オｰダｰの変動をとらえ

ることとした.調査方法は期間カミ長いため古文書な

どは用いられないので地形学と地質学的方法により

婁花地殻変動の要素としては隆起沈降断層しゅう

曲をえらん芯由実際の作業はζれまでの研究成果から

各要素ごとにデｰ夢を抽出し(資料ファイル)それら
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を整理串解析して最後に各要素ごとに瓦δ万･縮尺の変

動図としてまとめた.1964年と1966年に予察的および

中間的な第四紀地殻変動量図を発表したが1966年特定

研究｢地震予知に関する地形･地質学的研究｣の研究組

織か全国の地形1地質研究者の協力をえて成立しその

研究成果や発表した図に寄せられた多数の意見を参考に

して図の完成に努めてきたところ1969年夏ようやく

第四紀地殻変動図としておおやけにすることができ

(防災池ンタｰ発行)国際第四紀学連合(INQUA

雌9年8月バリ)で最初に発表しだ.この図は隆

起沈降盤図3面断層し峰う曲各エ面と接峯面図の琶繭
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からなる.その縮尺はう砺方で他の地質関係の回と

の比較が行荏いやすいように地質調査所発行の図芝同じ

投影によった(接峯面図は除く).また位置の検出

五

をしやすくするため苑方地形図のわくも入れてある一

以下にそのあら塞しを紹介する甜なお説明書や用

いだ資料輿は現在執筆申または整理申でエ970年度に印刷

する予定である.

地形学的労法による

隆起沈降盟図

川

縦

㎏

て.て瑠籏学的芳溝にぶ蕃鰹趨滋鱒鏡鯉

地形学的方法とは第三紀末または第四紀はじめに形成

された侵食平坦面の海抜高度を第四紀における隆起沈降

量とする方法である.厳密にいえばこれらの侵食平

坦面の作られた時の海抜高度の補正をしなければならな

いがその駆拙鋤tがもともと小蜜く補正をするとす

ればいくつかの仮定をおかなければならないのでそれ

は行なっていない.作業としてはくわしい調査によ

って侵食平坦面の形成期が明らかにされている基準地域
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との等値線をひいた.用いた地層が上述のよう終篤三

紀一第四紀境界層準をはさんで若干の幅をもっているの

でこの方法でえられた億も第四紀における隆起沈降量

の第王近似的なものである喧

目漆村遊の暫奥以燦地震の放出エネルギｰの鈴布

をいくつかえらびだしそれらの地域を中心として上述

王

の侵食平坦面の広がりを万万地形図を用いてもっとも

近い他の基準地域濠で遺跡してその当否を確かめる方

法をとった岨ζの侵麓乎坦面の克られない地域では

それにもっとも近い鮮新世のある時期に形成されたと考
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えられる侵食平坦繭の高慈を用いたこの方法で万万

地形図王枚幾り遜～工6点の侵食面高度を読みとりそれ

五

～遂点を液らんで£oo万白地図収記入しユoo賊ごとの

等値線をひいた二こ夢してえられた隆起沈降量は滋密

には同一期聞内の値とはいえない添第四紀を通じての

変動量の第一近似あ考免てよいであろう｡なお沈降の

薯しい地域では上述の繭が新しい地層におおわれてい

るのでζの方法は用いられ恋い.

項｡菱地驚撃駒方涛に共る隆鶴肱降簸図

地質学的方法とは第三紀一第四紀境界層準の分布上

限高度または深度を第四紀におはる降趨沈降量とする

方法である串この場合にもその層準の堆積した時の

高度(陸成層)漢たは深度(海成層)の間題かある,

ただ胃本の揚合一般的には陸成層が内陸に堆積し花場

所の高度&地表の9rad{鋤童は以後の変位量や煩動に比

べて小さいと恩われまた海成層の堆積深度も濃いもの

か多いと考えられるのでその楠正はしてい恋い｡こ

の塘界層準の発達してい癒い地滅では上部鮮新統の分

布高度をとったり中部洪積統の値に適当汰係数をかけ

る液どした.係数をかけるこあ紀ははなはだ問題が

1.5簸成隆起沈降鑑図

ふたつの隆趨沈降量図を蛇べてみる&全体的には分席

様武は似ている苗繭図添局所的に藷しくあわ液い場合

いずれかの資料の信頼性が薄いためである.全体とし

て地質学的ガ法により克られ忠値の方が地形学的方法の

揚合より200～300㎜程度一般に低い煩向カ婁みられる吉

これは山地に分布する鮮新統秘か恋り侵食されていて必

ずしも堆積面の高さを示していたいことやもともと侵

食平姐面は海成堆積面よりある程度高いζあ放どから

生じた結果であろう.従って{地績ついて牲その
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分布の広いことも考えあわせて侵食平坦面の海抜高度を

山麓部や丘陵地域においては鱒新統が侵食害れていて

も量的にはさほど大寺くないと考えられるので地質学的

方法による値の方が適切であると考えられる.そこで

海抜高度200m以上の山地については地形学的方法に

よってえられた値をそれ以下の丘陵地や低地について

は増質学的方法によってえられた億をとると両者の分布

はほぼ調稿的な等値線を爾く.このような検討を加え

うたかわしい場合ほもとの資料を再検討して慧つの方

法の図を集成して1枚の集成隆起沈降盤図を作った.

隆起重王星000m以上と沈降量500叫以深はδ00搬ごとに

申聞の高度は250mごとに区切って変動量を表現レた.

乳嬉隆起沈降鐙⑳蝿滅的特憧

隆起沈降量の地域的特性の分析はこれからであるが

おもな特徴は次のようである｡

1.潟本アルプスを中心とする地域は隆起カ§も烈をも大きく

飛躍山脈で最大値(1,700m)がみられる白その周縁は大

慈な罫泌en乏で減っている.

獲由その他の隆起鑑五､000血以上の地域は扇商･夕勧工廠越

後1魚沼山地縄伊1田園･九州の山地で北上1阿黄隈

･中国{地や北海道北部は湖猟に達しない,

標本列島を艦㌫て第聰紀隆起鐙は現在の1⊥跳高度の至μ前

後に達し星ノ3に近い研も亀る串｡し花か鶯で憤六列島

の現在の大起伏は第四紀の地殻褒酬は養所が大蜜いと考

克られる.

ふ大慧な平野はすデて沈降地域で(最大沈降盤1関東平野

1,遁00㎜大阪平野700㎜石狩平野600㎜新潟碑糊0剛

蜘'
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いずれも盆地構造をなし燭縁部のgradientは大きく

沈降から隆起地域へかな1)急激に変わっている.

日本列島全体をみると隆起沈降壁とその分布様式が若狭一

伊勢湾の線の両側で対賂餓増しい.さらに西南日本で

は内緒と外帯の隆起盤の蓬が著しく中央構造線にそって･

駆覆搬脈が大きい｡東加ヨ本では北上･阿武隈山地と

脊梁･出幕汕地亭)聞で隆起量に差があるが剛{漆の内外

帯の場合ほど著しくない.

6｡約五iは東買求では一般に山地高度および隆起量の大きい所

は分布し東日本火山帯のフロントの内側にそれにほぼ

平行して最大隆起量の軸が走るようにみ走る.

凄■断層分布團としゅう曲分布図

地震予知のためには過去の地震の分布から確率論的

にみちびかれた河角の地震危険度分布図のようたものよ

りこれまでぽ大地震か起こった所よりそれとにた地

域でまだ(漢たは久しく)地震のおきてい放い所の方

が危険であるをいう考免秘最近は強い自筆者らの申ぽ

このよう潅考克方か強調される前から詳しいリストの

ついた第四紀断層し峰う曲分布図の作成をすすめてい

花.それは地質構造とく紀断層しゅう曲さら

にその申でも第四紀に活動し危断層とし峨う曲の分布を

知ることが地軍のおごりそうな地域を携憲する剛己必

要かくべからざるものであ葛との考克からで勘る､

先に予報の図を発表した&慧断層分布を等値線のこ

んだ所か一致してい扱いという意屍があった.隆起沈

降量図では歓層は余程落差が大曽く遜畏も袋く癒いと

あらわれてこない｡そこヤ隆起沈降量図紀は朗瞭に

あらわれてたいものをおも紀断層理しゅう曲分布図であ

らわすこととした,図の作成のため終断層について

はまず上部鮮新統以上の地層または段丘面を切る断層

と地震瞭層で細醐上を抽出し缶地形欧記入

しその方陶磁位鐙変動をうけたものなどその状態

を示す諸要素の一驚表を杓㍉た由その数は5鯛熔瀧じ

王

だが最終の関カ㌻oo万である淀め推定にすぎないもの

長さ1⑪腕以下のものを除き混みいっている所では五5

嚇以下のものを省略したり複数のものを談とめるなどし一

て醐雄の活断層を図に示した.なお南北方向の断

層カ茎多数集謹っている茂原曲大多喜地区は周囲をかこっ

て斜線模様で表わした｡し喰う曲についても上部鮮新

統以上の地層漢たは段丘繭を変形させているもののなか

から波長O｡警～30脇のものをえらんだ､波長のこれ

より大きいものほ隆起沈降量図はあらわれ'ていると考免

る｡ぢ峨う積枇のじ紗弓曲は地質1地形学的にほ摘出

困難なので水準測量からわかる測禅学的しゅう曲とと

も紀除いたごうじで約80のし峰う曲を集めたがそ

の1/3は段丘面の変形としてあらわれている｡�



一23一

2.2断綴･しゅう瞳分茄の地鐵的鵠牲

全国的にみると第四紀に活動した鰍層やじゅう曲の密

な地域は鮮新統の発達地域に一致している.これは

地殻変動の実態がこうであったとみるよ1)主として鮮

新統の地層を変形せしめているものをとった結果と考え

られる.荏おより青い地層で第四紀に変形1変位を

うけたものがあったとしても証拠が恋い限1コ採用され

て放い吉裏た図てい藁う曲が東北筒本によ!)多く分

布しているのはこの理南以外にし峰う繭の強さが新

第三紀層の厚さの分布と関係あることはよる申

このよう恋わけで今国作成した断層1しゅう曲分布

図は地震予知のためのものとしては理橡ぽ程遠いよう

にみ免る｡特に海底の地質構造は現在の所ほとんどわ

かってなく資本列島について活断薦清し喰う戯をも

れなく収集した分布関を作ることも当分の閥期待するこ

とができない.従って今回の図をその凌婁飽殻の滑

動度の反映とみることはで巷ないであろう淡これから

地殻活動度の分布のパ索一ンを推察することはあるてい

ど可能と思う.一また断層･し喰う曲軸の方向の地域性

(分布密度とは無関係)はその地域の地殻変動の性格

すたわち

洲NWTSSE)一は断層についてのみ認められる吉近畿

地方ではNNE-SSW方向の断層淡卓越する､紀伊

半島1四国では中央構造線の新潮の活動(有横ずれ断

層)が知られており中国1四国1近畿1中部飽方の水

平ずれ歓層はことごとく一ノ)の鮒ぬs卿馳(最大圧

縮店力軸ぽぽ東西)に属せしめうる..

婁.釜接峯繭団

員本列島は最近の地質時代に地殻運動か活発であっ

たので山地の高さは主として最近の地殻運動によって定

まったと考えられる.それで接峯面図によって地形

発達に対する第四紀地殻変動の役割を推定することなど

の順にδ段階に属本列島を区分した一一

;二り一一
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断層易痛図.㍗ぐ!'

パ､羊･

ふ災々
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,二二洲

A:繭関東聯儒越隊

B:買商夕張区会津利根川区褐南同本外帯区

C1(断層が卓越):近畿北陸濃屍区

｡量(レい誰鳶噂越):東北目本内側区

D1北海道東部写九州区

亙:北上阿武隈中国瀬戸内区･
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